
２０１１年１月３０日 主日礼拝     
 

司  会            ①金子兄                      ②当麻哲兄                                                 ③滝山兄   

奏  楽 

祈  祷                  ①川村師                                ②高木師          

 

賛  美   聖歌７０１番    （たたえよ、全能の神を） 

                                      ３つの愛 

                     聖  書              ①                 創世記３１章１～７節 

  ②③ ルカによる福音書２３章３９～４３節 

 

音  楽    ミニスタ ーズ 

                                                                                                                                                                                                                                                 

メッセージ                     ①                          ｢神が見ておられる｣ 梶山直樹副牧師 

                ②③ 「世界で最も幸せな人｣ 柴田順一副牧師 

 

賛  美   讃美歌２９１番（献金） 

頌  栄   讃美歌５３９番 

祝  祷   

                          ②③ ハンナ会特別賛美 

                                                                                                                                 

【大和ニュース】  

・ 本日より「ノーベル賞受賞記念講演会」（根岸英一博士）の整理券を発行しますが、 

けして無駄にしないで下さい。（１人５枚＋自分）中学生以上。 

・ 本日「洗礼準備会」は、９時から。転入希望者も必ず受講して下さい。 

・ 本日､手話の学び会、「カレブ会とエステル会」合同賛美集会（森）、J．PLUS あり。 

 

・ 今週も祈祷会を大切に！聖餐式のときは、万難排して出席しましょう。 

・ 福音礼拝は、火曜昼２時半～３時半。説教は倉知副牧師。 

・ 準備祈祷会は､金曜夜９時～１０時半。説教は佐々木補教師。 

・ 週末礼拝は、土曜夜６時～６時５９分。説教は梶山副牧師。 

* 大川牧師ご夫妻一行のイスラエル旅行は､３日出発。お祈り下さい。帰国は１１日夜。 

* ｢ビル・ウィルソン師の特別大聖会｣は２月１６日（水）夜７時と１７日（木）朝１０時半。 

  ニューヨークから来られる世界最大級の神の器です。頑張ってご出席下さい。 
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石の枕  

 
 ノーベル文学賞を受けた大江健三郎氏が紹介されているフランス人の次の 
言葉は感動的です。 

「教育の目的は、祈りの人をつくることだ」 
 家庭教育や学校教育、社会教育があり、最近では生涯教育ということがよく 
言われていますが、教育の目的とはいったい何でしょうか。それは祈りの人を 
つくること、祈ることのできる人間をつくることであるというのです。本当に深い 
言葉です。もちろん教育の目的は社会に適応し、社会を支えていく主体的 
人間をつくることであるということは言うまでもありません。しかしその土台となる 
ものは、深い意味での祈りなのです。（山崎英穂著「エルピスの言葉」） 
 
 この教会が「祈りの教会」となった理由には、いろいろな歴史的事件？が 
ありました。１９７０年代に、「ヤオヤの裏の教会」が超満員になったとき、 
東京のある教会の牧師が、当時の座間教会を辛口で批判したのです。 
「あの教会は、牧師が若くて本質を知らず、大さわぎをしているが、本物では 
ない。本当の教会は祈りを通して、主のなさることである」とかなんとか。その 
教会の週報のコラム欄に書かれたことを、三畑長老（今は天国でニコニコ）が 
少々ご立腹で大川牧師のところにもって来たのです。 
 その時､超若い大川牧師に､聖霊様が語られて「祈りの群」にしようと､ケンカも 
議論もすることなしに、何度も韓国へ行って、徹夜祈祷、断食祈祷を学び 
どうしたら、祈祷会の盛んな教会にできるか、考え闘ってきたのです。 
 今では当たり前のようですが、木曜朝の祈り会は、本当に１人の人の為に 
始めた集会です。祈祷会に来る人々は、ある種の「悟り」を主から与えられて、 
往復２時間以上もかかっても出席されて恵みを得ているのです。 
 「信徒が牧師をつくる」と言われますが、こうなると牧師も必死で、はずれのない 
説教、失望しない説教をすることに力を入れて来ました。 
 もうひとつの理由は､牧師が欠点だらけの、弱さだらけの、愚か者であったため、 
皆さんに祈っていただかないとやっていけないという自覚が与えられて毎週毎週、 
４０年間も「祈って下さい」「祈り会を大切に！」と書き続け、訴え続けて来た 
ことです。こうなると弱点だらけの牧師であったことも、プラスになって、よかった 
ですね。勿論、それを本気で受けとめて下さった信徒の皆様は、本当にエライ 
方々です。長い間、どうもありがとうございました。続けてご加祷下さい。 
 

 

宿 題 （祝 大 ） 今 週 もむさぼるように聖 書 を読 みましょう！ 

A コース：マタイ２０章～２３章  B コース：出エジプト記２２章～３８章 


